
別紙１

分野 業務内容

コンディショニング
・リカバリー及びコンディショニングの側⾯からの⽀援業務
・パフォーマンス向上のためのプログラム実施
・障害予防対策

トレーニング
・トレーニングプログラム・トレーニング⽅法の構築及び指導
・最新トレーニングプログラムの習得及び選⼿へのフィードバック
・主要国際⼤会に向けた段階的なトレーニング⽅法の構築、蓄積及び指導

栄養
・栄養相談、指導
・コンディショニングとリカバリーのための⾷環境の提案

⼼理
・メンタルトレーニング（チームビルディング等含む）指導
・⼼理相談等のサポート活動業務

映像
・競技⼤会やトレーニングにおける映像情報の収集
・強化課題発⾒のための映像分析
・強化スタッフが情報共有するためのデータ処理

バイオメカニクス
・強化現場におけるビデオカメラ等を⽤いたバイオメカニクス的情報収集
・モーションキャプチャシステムや床反⼒計を⽤いたバイオメカニクス的計測
・パフォーマンスと動作に関する情報に基づく強化課題の分析

⽣理・⽣化学
・競技会やトレーニング現場での⽣理学的情報収集
・⽣理学的情報に基づく強化課題の分析



別紙２

分野 資格・スキル・経験

コンディショニング

〇次のいずれかの資格を持っている者
・アスレティックトレーナー
・障がい者スポーツトレーナー
・理学療法⼠
・柔道整復師
・はり師
・きゅう師
・あん摩マッサージ指圧師
〇競技スポーツにおけるトレーナーとしての活動経験が1年以上あること。

トレーニング

〇次のいずれかの資格を持っている者
・⽇本トレーニング指導者協会（JATI）上級トレーニング指導者（AATI）
・⽇本トレーニング指導者協会（JATI）特別上級トレーニング指導者（SATI）
・National Strength and Conditioning Association（NSCA）
・NSCA-Certified Personal Trainer（NSCA-CPT）
〇運動指導に関する経験が1年以上あること。

栄養
〇関連領域の修⼠
〇管理栄養⼠免許を有する者
〇公認スポーツ栄養⼠を受講中、もしくは取得済みであることが望ましい

⼼理

〇関連領域の修⼠
〇次のいずれかの資格を持つ者もしくは取得を⽬指す者
・スポーツメンタルトレーニング指導⼠
・公認⼼理師
・臨床⼼理⼠

映像
〇関連領域の学⼠
（パフォーマンス分析、動作分析、ゲーム分析、情報処理、情報⼯学）

バイオメカニクス 〇関連領域の修⼠
⽣理・⽣化学 〇関連領域の修⼠


